
【2025 年度/総合基礎科目領域/人間基礎科目群】 

科目名 ナンバリング 区分（必修・選択） 単位数 履修年次 開講学期等 

ホスピタリティコミュニケーション 

（人間コミュニケーション学科） 
 選択必修 1 1.2 後期（隔週） 

担当教員 研究室 電子メール ID オフィスアワー 

鈴木 真吾 他 B309 shsuzuki 水曜日 12:10~13:00 

授業の目的・概要 

＜目的＞建学の精神「豊かな人間性」を持って「開かれた共創力」を社会実装化するために、心理学分

野に立脚したホスピタリティコミュニケーションの世界に触れて、自己と他者・社会の幸福に寄与でき

る素地を体感することを目的とする。 

＜概要＞心理学分野に立脚したホスピタリティの理論背景及びコミュニケーション・スキルについて、

人間コミュニケーション学科の心理学系教員が各自の専門性・実践を活かしつつ、オリジナリティ溢れ

る教育コンテンツを提供する。 

授業形式・方法 

☑対面授業 
□遠隔授業(双方向型) 
□遠隔授業(自主学習) 

☑講義 ☑演習 
□実習 ☑実技 

□PBL     □反転授業   □ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ・ﾃﾞｨﾍﾞｰﾄ 
☑ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ   □ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ  ☑実習・ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ 
□その他 （                   ） 

学 習 上 の 助 言 
人間コミュニケーション学科 1 年生の選択必修であり、同時に学科の心理学系教員の教育的な専門性を

一同に体験できる授業である。ぜひ楽しんで全ての回に参加してほしい。 

教 科 書 特に指定しない。 

参 考 書 講師により適宜紹介する。 

外 部 教 材 講師により適宜紹介する。 

学生が達成すべき行動目標 関連卒業認定・学位授与方針 

① ホスピタリティの意味とその理論的背景を自身の行動に活かすことができる。 HSU(1)、(2)、(3)、HC (1)、(3)、

(5) 

② ホスピタリティコミュニケーションのスキルを知り、実際に表現することができる。 HSU (4)、(5)、HC (2)、(6) 

授  業  計  画 

回 学習内容等 授業の方法 学習課題・学習時間（時間） 

1 
多様性社会に求められるホスピタリティな世界観 

―コミュニケーションとホスピタリティの相違を学ぶ 

講義・演習 

[担当]鈴木 

授業中に学び思考できた内容

をレポートにまとめる。 
3 

2 
人のこころはなぜ「あったかい」んだろう？ 

―相手を思うことと心理的効果について学ぶ 

講義・演習 

[担当]瀧口 

授業中に学び思考できた内容

をレポートにまとめる。 
4 

3 
声をしっかり出してみよう！ 

―コミュニケーションにおいて、声の持つ意味について学ぶ 

講義・演習 

[担当]高田 

授業中に学び思考できた内容

をレポートにまとめる。 
4 

4 
イライラしている相手とどう向き合う？ 

―怒りのしくみについて学ぶ 

講義・演習 

[担当]前川 

授業中に学び思考できた内容

をレポートにまとめる。 
4 

5 
心を込めた振る舞いとは？ 

―非言語コミュニケーションについて学ぶ 

講義・演習 

[担当]瀧口 

授業中に学び思考できた内容

をレポートにまとめる。 
4 

6 
初対面の人にどうやって会えばいい？ 

―心理面接の初回でのおもてなしを学ぶ 

講義・演習 

[担当]高田 

授業中に学び思考できた内容

をレポートにまとめる。 
4 

7 
相手を思いやるには‥自分にも優しくできるように 

―自分自身への思いやり（self-compassion）について学ぶ 

講義・演習 

[担当]前川 

授業中に学び思考できた内容

をレポートにまとめる。 
4 

8 
ホスピタリティの神髄（愛と憎しみ）に迫る 

―hospes（語源）から紐解く歓待と敵意の混在を学ぶ 

講義・演習 

[担当]鈴木 

授業中に学び思考できた内容

をレポートにまとめる。 
3 

試     



【2025 年度/総合基礎科目領域/人間基礎科目群】 

達成度評価 

総合評価割合（％） 
試験 レポート 成果発表 ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ その他 合計 

0 100 0 0 0 100 

総
合
力
指
標 

知識・技術力 0 10 0 0 0 10 

思考・推論・創造する力 0 10 0 0 0 10 

協調性・リーダーシップ 0 0 0 0 0 0 

発表・表現伝達する力 0 20 0 0 0 20 

コミュニケーション力 0 20 0 0 0 20 

取組みの姿勢・意欲 0 40 0 0 0 40 

問題を発見・解決する力 0 0 0 0 0 0 

評価のポイント 
フィードバックの方法 

評価方法 行動目標 評価の実施方法と注意点 

試験 

①  

  

②  

③  

④  

⑤  

⑥  

レポート 

① ✓ 
授業の開講期間のうち、全ての回で小レポートを課す。いずれの

レポート課題も授業内で学び体感した内容について概観した上

で、自身の行動・生活にどのように取り込めるか、思考してみた

意見を論述するものとする。各回の担当教員が持ち点（12.5 点）

内で評価を与えて、総合計の得点にて単位評価を行う。 

コメントを付して返却する。 

② ✓ 

③  

④  

⑤  

⑥  

成果発表 

①  

  

②  

③  

④  

⑤  

⑥  

ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ 

①  

  

②  

③  

④  

⑤  

⑥  

その他 

①  

  

②  

③  

④  

⑤  

⑥  

備  考 

他 担 当 教 員 瀧口 綾、高田 毅、前川 真奈美 

教員の実務経験 なし 

実践的授業の内容 
基礎的な教養レベルのコミュニケーションから、臨床心理学に基づく広範な研究・実践の経験を踏まえ

て、各担当講師がオリジナリティ溢れる教育コンテンツの提供を行う。 

そ の 他 

生成 AI（ChatGPT 等）を使用した課題作成は認めない。発見した場合は、評価を減じる。 

全 8 回が登校授業（対面授業）であるため、大学が示した感染症予防対策の指針を遵守すること。 

感染症予防対策の観点から、教員の指示に従わない行動をとった場合には受講を認めないことがある。 

その場合、授業は欠席として取り扱う。なお、今後の新型コロナウイルス感染症の社会情勢によって再

度シラバスの変更が行われ得る。授業回の入れ替えや担当教員を変更する場合があるので注意すること。 

 


